手　引　き　書
対応テーマ　：情報社会（電子商取引）への参加と課題

教材Ｎｏ．　：４－２

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者　　　　　　　この教材は、上記テーマを学習するために、高校生向けに開発されています。

ねらいと効果　　　　　　この教材のねらいを以下に示します。

　　　　　　　　　　　　‐電子商取引（インターネットショッピング）における、電子マネーの流れを

　　　　　　　　　　　　　シミュレーションすることによって、電子マネーの動きを理解し、さらにイ

　　　　　　　　　　　　　ンターネットショッピングの擬似体験をとおして、情報化の進展が社会に及

　　　　　　　　　　　　　ぼす影響を考えさせる。

　　　　　　　　　　　　この教材の効果を以下に示します。

　　　　　　　　　　　　‐教材の先頭に、電子商取引（インターネットショッピング）の構成と電子マ

　　　　　　　　　　　　　ネーの流れを表示できる画面があり、インターネットショッピングの中で、

　　　　　　　　　　　　　電子マネーの動きを理解できると共に、この教材で擬似体験できる範囲を提

　　　　　　　　　　　　　示するので、目標とするねらいを達成しやすい構成となっています。
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学習項目と概要　　　　　学習内容は下記の３項目に分類しています。各項目の概要を以下に示します。

　　　　　　　　　　　　　●消費者、販売店、金融機関、物流システムで構成されるインターネット

　　　　　　　　　　　　　　ショッピングの全体構成を示すと共に、消費者と販売店における、電子マ

　　　　　　　　　　　　　　ネーの購入や、電子マネーを利用したショッピングについて、電子マネー
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　　　　　　　　　　　　　　動きを示す。
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· 消費者から見たインターネットショッピングの擬似体験を、個人演習する。

（オプション機能として、消費者の役割だけではなく、販売店、電子マ

　ネーセンター、銀行の各役割についても、グループで演習することが

　できる）

　　　　　　　　　　　　

· 通信網の整備や個人情報の流出、悪用の防止およびインターネットショッピングでのトラブル防止など、電子商取引を行っていく上で、不便、不満、不安な点について、現状と対策の方向を示す。

　　　　　　　　　　　　　
２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成　　　　　　　　　　教材の構成を次に示します。

　　　　　　　　　　　　　　１部：電子商取引（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ）の構成と電子マネーの動き

　　　　　　　　　　　　　　　　　消費者と販売店の電子マネーに関する、主要な操作について電子マ

　　　　　　　　　　　　　　　　ネーの動きを表示します。

　　　　　　　　　　　　　２部：インターネットショッピングの擬似体験

　　　　　　　　　　　　　　　　消費者から見たインターネットショッピングの擬似体験を個人演習で

　　　　　　　　　　　　　　　　きるようになっています。

　（オプション機能として、消費者の役割だけではなく、販売店、電子

　　マネーセンター、銀行の各役割についても、グループで演習するこ

　　とができます。）

　　　　　　　　　　　　　３部：電子商取引を例にした情報社会の課題

　　　　　　　　　　　　　　　　各画面は相互に呼び出すことが可能であり、生徒が自主的に操作でき

　　　　　　　　　　　　　　　　　るようになっています。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１　教材の構成
３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．１　サーバーマシン

（１）Ｗｅｂサーバを立ち上げる。
（２）「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\4-2.bat」を実行する。
３．２　クライアントマシン

（１）OSを立ち上げる。
（２）ブラウザ（Internet ExplorerやNetscape Navigator）を起動する。
（３）「アドレス」に「（サーバマシンのＩＰアドレス）/ipa/」を指定し、Enterキーを押す。
（４）教材リスト表が表示されるので、「情報社会（電子商取引）への参加と課題」の電子教材欄にある”マルチメディア教材”をクリックする。
４．授業の進め方とマルチメディア教材の活用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習の進め方　　　　　　　この教材は３部構成となっていますので、先生の指導案によって各部を組合

　　　　　　　　　　　　せて利用されることをお勧めします。

　・１部「電子商取引の全体構成と電子マネーの動き」

　・２部「インターネットショッピングの擬似体験」
　・３部「電子商取引を例にした情報社会の課題」
各部の独立性　　　　　　　この教材の各部は独立した構成となっています。先生の指導案に応じて、特

　　　　　　　　　　　　定の部を選択して利用することも可能です。

時間配分　　　　　　　　　この教材には電子商取引に関して三つの学習内容が含まれていますが、これ

　　　　　　　　　　　　らの内容全体について一時限で学習し、「情報社会（電子商取引）への参加と

　　　　　　　　　　　　課題」全般について一定の理解を得ることを目標とする場合の標準的な時間配

　　　　　　　　　　　　分を次に示します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

内容
１．電子マネーの動き
電子商取引（インターネットショッピング）の構成と電子マネーの動きの学習
１５分


２．ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ擬似体験

（個人演習）
消費者から見た、インターネットショッピングの擬似体験
１５分


３．情報社会の課題
電子商取引を例にした情報社会の課題の学習
１０分

効果的な使い方　　　　　　前述のように、この教材には電子商取引に関して三つの学習内容が含まれて

　　　　　　　　　　　　います。したがって、先生の指導案に応じて、各部を組合せて利用されること

　　　　　　　　　　　　が効果的です。

　　　　　　　　　　　　　・電子商取引（インターネットショッピング）の構成や、電子マネーの動き

　　　　　　　　　　　　　　と特徴を学習し、あわせて電子商取引を例にした情報社会の課題を学習す

　　　　　　　　　　　　　　る場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　１部「電子商取引の全体構成と電子マネーの動き」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　３部「電子商取引を例にした情報社会の課題」を組合せて利用する。
　　　　　　　　　　　　　・インターネットショッピング擬似体験を中心に演習し、実際に近い形式で、電子マネーを利用したり、例外的な操作（他人のパスワードを利用して、他人の電子マネーを利用する等）を擬似的に行い、あわせて電子商取引を例にした情報社会の課題を学習する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　２部「インターネットショッピングの擬似体験」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　３部「電子商取引を例にした情報社会の課題」を組合せて利用する。
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　１部～３部の使用上の留意点を次に示します。

１部「電子商取引の全体構成と電子マネーの動き」

　　　　　　　　　　　　　「電子商取引の全体構成と電子マネーの動き」画面では、消費者と販売

　　　　　　　　　　　　店の次の電子マネー操作を、プルダウンメニューで選択できるようになってい

　　　　　　　　　　　　ます。

表２　電子マネーの動き一覧

役割
表示機能

消費者
・電子マネーの操作

・新規購入

・追加入金
・解約
・残高確認

・取引履歴参照


・電子マネーによる商品購入

・ディジタル商品購入

・物品購入

販売店
・電子マネーの操作
・銀行送金


・電子マネーによる商品販売

・ディジタル商品販売

・物品販売

２部「インターネットショッピング擬似体験」

　　　　　　　　（１）生徒が、消費者の役割を個人演習し、インターネットショッピングの基本的な

　　　　　　　　　　　機能と特徴を理解する形態を標準とします。

　　　　　　　　　　　インターネットショッピングの基本ストーリーは次のとおりです。

表３　インターネットショッピングの基本ストーリー

基本ストーリー

ショッピング
· 電子マネーを利用した、ディジタル商品と物品のショッピングを行う。
· 宅配便の代金引換えを利用した、ディジタル商品と物品のショッピングを行う。
電子マネーの利用
· 電子マネーセンタを利用して、銀行の預金口座から電子マネーを購入する。

· 商品の支払に電子マネーを利用し、残高が少なくなったら、預金口座から電子マネーを追加入金できる。
· 電子マネーを解約できる（手数料を電子マネーセンタへ支払う）。再購入も可能。
· 電子マネーの入出金履歴を直近の５回分参照できる。

・銀行の預金口座の取引履歴を参照できる。
電子マネー利用に関する認証

· 電子マネーの購入に際して、電子マネーセンタが利用者宛てに発行する「電子マネー財布番号」と、利用者が設定する「パスワード」によって本人認証を行う。

その他

・電子マネーは、ネットワーク型（オープン方式）を擬似設定する。
・機密保護はブラウザのＳＳＬ（Secure Socket Layer）を使用する。

　　　　　　　　　　　この教材ではインターネットショッピングを構成する標準的な次の役割を擬似

　　　　　　　　　　体験できるようにつくられています。

· 消費者

· 販売店

· 電子マネーセンター

· 銀行

　　　　　　　　　したがって、次の要領でグループ演習も可能です。

　　　　　　　　（２）グループ内で分担する役割を消費者と販売店に限定し、電子マネーセンターと

　　　　　　　　　　　銀行は、システムに自動応答させる。

　　　　　　　　　　　この場合のグループ分けと役割設定の要領を示します。

　　　　　　　　　　　グループ分けと役割設定

　　　　　　　　　　　ａ．（６人／グループ）＊グループ数

　　　　　　　　　　　ｂ．役割設定

　　　　　　　　　　　　　（消費者２＋販売店１）＊各役割２人／グループ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２ グループ分け

　　　　　　　　（３）２時限連続授業などで、インターネットショッピング擬似体験に割り当てる時間

　　　　　　　　　　　を多くとれる場合、グループ内で消費者、販売店、電子マネーセンター、銀行の

　　　　　　　　　　　役割をそれぞれ模擬体験し、かつ役割を相互にチェンジすることによって、イン

　　　　　　　　　　　ターネットショッピングの全体構成の理解を深めることができる。

　　　　　　　　補足資料の利用について

　　　　　　　　　　　　　インターネットショッピング擬似体験の際、それぞれの役割の操作手順と電

　　　　　　　　　　　　子マネーの利用について、生徒が手元における補足資料を用意してあります。

　　　　　　　　　　　　必要に応じてプリントし、生徒に配布できるようになっています。

　　　　　　　　　　　　（本手引きの（添付資料）参照ください）
３部「電子商取引を例にした情報社会の課題」

　　　　　　　　　　　　　この教材では、電子商取引を例にした情報社会の課題として次の項目を採り

　　　　　　　　　　　上げています。

　　　　　　　　　　ａ．電子商取引を行うのに不便／不満を感じていること
1 ダイアルアップ接続の際の通話料

2 応答速度

　　　　　　　　　　　　　③商品代金の支払方法

　　　　　　　　　　　　　④商品の受取り方法

　　　　　　　　　　ｂ．電子商取引を行うのに不安を感じていること

　　　　　　　　　　　　　①個人情報の流出、悪用

　　　　　　　　　　　　　②インターネット上のお店の信頼性

　　　　　　　　　　　　　③ディジタル商品の信頼性、著作者保護

補足事項　　　　　　　　　この教材では、インターネットショッピングの擬似体験の際、商品とその配

　　　　　　　　　　　　送については次のようになっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表４ 商品の配送方法

　　商　品
　　　　配　送　方　法

クリスマスカード
ダウンロードまたはＣＤ－ＲＯＭの宅配

本
宅配

　　　　　　　　　　　　「本」や「ＣＤ－ＲＯＭ」などの物品について、消費者から注文はできますが

　　　　　　　　　　　　実際に宅配便での配送を行うようになっていません。必要に応じて実際に商品

　　　　　　　　　　　　の配達役を生徒が行ったり、先生が行うなどの方法も実施することができます。

　　　　　　　　　　　　（参考）

1 クリスマスカードや音楽ソフトなどのディジタル商品は、ダウンロードで消費者に届ける方法とＣＤ－ＲＯＭなどの物品で配送する方法がある。

　　　　　　　　　　　　　　　１９９９年１２月現在、海外ショップから日本の消費者がディジタル商

　　　　　　　　　　　　　　　品を購入する場合「物品」で購入すると関税が代金に加算され、ダウン

　　　　　　　　　　　　　　　ロードで購入すると「サービス」とみなされて関税はかからない。

　　　　　　　　　　　　　　②インターネットショッピングでの消費税（売上税）の扱いは、国内の場

　　　　　　　　　　　　　　　合通常のように消費税が加算される。海外の場合は国によりまたは州に

　　　　　　　　　　　　　　　より一定に定まっていない。

教材操作方法　　　　　　　この教材の操作方法については、補足資料として生徒に配布できるように

　　　　　　　　　　　　なっています。

　　　　　　　　　　　　　　（本手引きの（添付資料）参照ください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（添付資料）

消費者の操作方法

1． 初期画面

－銀行口座を作る－


2． 消費者メニュー

（1） 電子マネーセンターへ行く

－電子マネーの新規申込み－


　（２）電子マネー残高を見る


（３）ショッピングへ行く


　（４）銀行へ行く


3． その他

　（１）電子マネー財布番号と、電子マネー財布のパスワードを忘れた時や、銀行口座番号と、銀

　　　　行口座のパスワードなどを忘れた時は、画面左上のピンクのアイコンをクリックすると

　　　　実習用ホームページへ戻りますので、そこのユーザアカウントを見て下さい。


（2） 消費者の画面中、どこにいても消費者のアイコンをクリックすると消費者メニューへ戻ります。

　（３）電子マネーセンターのメニューには、新規申込の他に「電子マネーへの入金」や「解約」

　　　　のメニューもありますので余裕があればやってみてください。


販売店（サイバーショップ）の操作方法

1． 初期画面

－銀行口座を作る－


2． サイバーショップメニュー

（１）商品発送処理をする


　（２）電子マネーの管理をする


（３）銀行へ行く


　（４）データテーブルを見る


3． その他

（1） お店（サイバーショップ）の電子マネー財布番号と、電子マネー財布のパスワードを忘れた時や、銀行口座番号と、銀行口座のパスワードなどを忘れた時は、画面左上のピンクのアイコンをクリックすると実習用ホームページへ戻りますので、そこのユーザアカウントを見て下さい。


（2） お店（サイバーショップ）画面中、どこにいてもお店のアイコンをクリックするとサイバーショップメニューへ戻ります。


電子マネーセンターの操作方法

1． 初期画面

－銀行口座を作る－


２．電子マネーセンターメニュー

（1） 消費者の処理機能を見る


　（２）販売店の処理機能を見る


（３）銀行に行く


　（４）データ確認


３．その他

（1） 電子マネーセンターの銀行口座番号と、銀行口座のパスワードなどを忘れた時は、画面左上のピンクのアイコンをクリックすると実習用ホームページへ戻りますので、そこのユーザアカウントを見て下さい。


（2） 電子マネーセンターの画面中、どこにいても電子マネーセンターのアイコンをクリックすると電子マネーセンタメニューへ戻ります


銀行の操作方法

1． 銀行メニュー

（１）消費者取引銀行の処理を見る


　（２）販売店取引銀行の処理を見る


（３）電子マネーセンター取引銀行の処理を見る


　（４）データ確認


２．その他

銀行の画面中、どこにいても銀行のアイコンをクリックすると銀行メニューへ戻ります。

電子マネーの利用


（１）消費者に対するサービス

図３ 消費者に対するサービス

（２）販売店に対するサービス

図４ 販売店に対するサービス
・銀行口座の現在の残高と取引明細を見ることができます。

















３．電子商取引を例にした情報社会の課題





本やクリスマスカードを買うことができます。


代金は電子マネーか、宅配便の代金引換えで支払います。


クリスマスカードはダウンロードすることができます。


お買い物の記録を見ることもできます。





本やＣＤ－ＲＯＭの宅配便伝票を発行することができます。





銀行名、支店名、口座種類はメモしておきましょう。


口座番号もメモしておきましょう。


口座には２００，０００円入金されます。





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





現在の電子マネーの残高を見ることができます。


最近５回分の入金記録とお買い物記録を見ることができます。





電子マネーの初期入金額は最大３０，０００円です。


電子マネー財布番号とパスワードはメモしておきましょう。





銀行名、支店名、口座種類はメモしておきましょう。


口座番号もメモしておきましょう。


口座には５０，０００円入金されます。

















不安に思うこと


　・３項目








グループ演習


消費者～銀行の


体験擬似











不便、不満に思うこと


　・４項目








３．情報社会の課題





消費者1


（２人）











販売店


（２人）





ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ擬似体験





２．インターネットショッピングの擬似体験





消費者2


（２人）





学習項目





メイン説明


画面





１．電子商取引（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ）の構成と電子マネーの動き





個人演習


　・消費者の擬似体験





１．電子商取引(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ)の構成と電子マネーの動き





消費者　　　・電子マネーの新規購入～解約


　　　　　　・電子マネーによる商品購入





販売店　　　・電子マネーの銀行送金


　　　　　　・電子マネーによる商品販売





役割の選択





ユーザ


登録





タイトル画面





消費者が電子マネーで買った代金は、お店（サイバーショップ）のキャッシュレジスターに電子マネーで入金されています。


キャッシュレジスターに入っている電子マネーを、銀行へ入金して現金化するためには、お店の電子マネー財布に現金化したい分だけ移しかえて銀行振込の処理をして下さい。


お店の電子マネー財布番号とパスワードをメモしておきましょう。





銀行口座の現在の残高と取引明細を見ることができます。


キャッシュレジスターの電子マネーを銀行へ入金したら、手数料が引かれていることがわ


　かります。





本やクリスマスカードの注文データを見ることができます。ここから宅配便の伝票発行


　をすることもできます。


キャッシュレジスターの内容を見ることができます。ここから銀行入金処理に進むこと


　もできます。


入金通知は、商品を宅配便の代金引換えで発送したときに、宅配便業者が集金した代金


　がお店に振込まれたものです。





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





銀行名、支店名、口座種類はメモしておきましょう。


口座番号もメモしておきましょう。


口座には２００，０００円入金されます。





電子マネーはインターネットショッピングで、比較的小額の代金支払いに利用される。


電子マネーで支払をするためには通常、電子マネーセンターを利用することが必要で


　ある。


電子マネーセンターは、消費者や販売店に下図のようなサービスをする。


　（一定の手数料を取る）





電子マネーセンターは、販売店（サイバーショップ）の電子マネーを銀行へ振込む処理をしています。


・テーブルを更新のボタンを押すと、サーバーの最新の状態が表示されます。





電子マネーセンターの銀行口座の現在残高と取引明細を見ることができます。


消費者からは、電子マネー解約手数料が振込まれ、販売店からは銀行への振込手数料が振


　込まれていることがわかります。





消費者の処理データと、販売店の処理データをこのメニューからも見ることができます。





� EMBED PBrush  ���





電子マネーセンターは、消費者からの電子マネー新規申込みや、入金、解約　などの要求


　をデータベースのテーブルを使って処理しています。


・テーブルを更新のボタンを押すと、サーバーの最新の状態が表示されます。





消費者が開設した銀行口座とその取引明細を見ることができます。


テーブルは、消費者が開設した全ての銀行口座分あります。


・テーブルを更新のボタンを押すと、サーバーの最新の状態が表示されます。





販売店（サイバーショップ）が開設した銀行口座とその取引明細を見ることができます。


・テーブルを更新のボタンを押すと、サーバーの最新の状態が表示されます。








電子マネーセンターが開設した銀行口座とその取引明細を見ることができます。


・テーブルを更新のボタンを押すと、サーバーの最新の状態が表示されます。





消費者、販売店（サイバーショップ）、電子マネーセンターのそれぞれの銀行口座をこの


　メニューからも見ることができます。





� EMBED PBrush  ���





消費者





� EMBED PBrush  ���





消費者の銀行





②銀行の残高確認





①電子マネーの購入申込み





③電子マネー購入分引落とし





④消費者の電子ﾏﾈｰ財布へ入金





電子マネー


センター





消費者





②現金を銀行へ


　振込む





販売店の銀行





電子マネーを現金に換え


　て銀行へ振込むよう依頼





電子ﾏﾈｰで


支払い





商品を


購入





電子マネー


センター





販売店
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